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2.2 クラック状況調査 

堤体下流面は、降雨や降雪に伴う湿潤･乾燥、着雪･融解等の条件により、図 2.2 に

示すゾーンに区分され、クラックの性状が異なる。クラックは図 2.3 に示す「線状ク

ラック」と「放射状クラック」に大別される。各ゾーンの代表的なクラックを写真

2.1 にポップアウト等の状況を写真 2.2 に示す。また、クラックの経年変化状況を図

2.4 に示す。 

【各ゾーンのクラック性状】 
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